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故寺村秀夫先生の口癖へのお応えに 
―「Chomsky が亡くなったら英語学者はどうすんのやろか？」へのお答えで―＊ 
 
菅野憲司 
 
キーワード：寺村秀夫、Noam Chomsky、母語、普遍性、普遍文法 
 
T 先生：どうしてかしらん？ 
S くん：えぇ、ちょっと。 
K：これから、お応え/お答えしてみます。 
 
1. はじめに 
本稿は、主題目の通り、故寺村秀夫先生の口癖へのお応えに、副題目の通り、「Chomsky が亡く
なったら英語学者はどうすんのやろか？」へのお答えで、議論を展開する。 
第 2 節で、故寺村先生をご紹介し、第 3 節で、Noam Chomsky をエピソードと菅野(2001)で紹介
して、第 4 節で、母語と普遍性が議論され、第 5 節で普遍文法が吟味されて、第 6 節がまとめである。 
 
2. 故寺村秀夫先生 
日本語学、日本語教育で著名な寺村秀夫先生は、1928（昭和 3）年 9 月 8 日に、兵庫県揖保郡龍
野町（現・たつの市）にお生まれで、1979 年 4 月から 1987 年 5 月まで筑波大学文芸・言語学系教
授と、1987 年 6 月から急性心不全のため逝去の 1990 年 2 月 3 日まで大阪大学文学部教授をお勤め
になりました。 
筆者は、筑波大学大学院文芸・言語研究科（英語学専攻）に、1981 年 4 月から 1984 年 9 月まで
在籍しておりましたので、筆者の在籍期間は、寺村先生の在職期間中に収まり、授業を受講はしま
せんでしたが、外国人留学生には文系でも課程博士号を当時から授与していた筑波大学大学院には
留学生も多く、草薙裕(1990:3)やベケシュ(1990:9)にも記されているように、寺村先生が、取り分
け、留学生には信頼が絶大であったと、留学生から直接間接に耳にしないことはありませんでした。 
白川(1990:6-7)は、寺村先生の横顔として、引き合いに出される例文には、名文が多く、小説、
音楽・絵画など芸術、新聞のスポーツ欄と広範であったことや、データを身近な言葉から次々に引
いて提示しながら、「どうしてかしらん？」と関西弁で問い掛け、文法のワンダーランドへといざな
ったことを述べて、良い論文（研究）ばかりでなく、良い授業（教育）に、40 年ほど以前に実践さ
れ、そのまま、現在の大学でも通用しそうです。 
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 「どうしてかしらん？」の極め付けは、寺村(1990)で、これは、国立国語研究所から、2011 年に、
『寺村誤用例文データベース』https://db4.ninjal.ac.jp/teramuradb/として、PDF 版とデータベース
版が、公開されています。 
 この「どうしてかしらん？」は、誤用でないにしろ、誤用にしろ、用例に対しての疑問の投げ掛
けであるのに対して、疑問は疑問でも、言語学会の現状に対して、寺村先生が投げ掛けた疑問は、
「Chomsky が亡くなったら英語学者はどうすんのやろか？」でありましょう。こう思う方々は少な
くないでしょうが、記録はないまでも、記憶に残るのが、寺村先生の著名な証拠でしょう。 
 日本英語学会が発足したのは、1983 年 11 月、初代会長が、故安井稔筑波大学文芸・言語学系教
授、同事務局長が、故原口庄輔１）筑波大学現代語・現代文化系助教授で、筑波大学大学院文芸・言
語研究科に事務局があり、1984 年 11 月に第 1 回日本英語学会も筑波大学で開催され、それを目の
当たりにされた寺村先生の偽らざるお気持ちが、「Chomsky が亡くなったら英語学者はどうすんの
やろか？」であったろうことは、想像に難くない。 
  
3．Noam Chomsky 
 Noam Chomsky は、寺村先生と同じく、1928（昭和 3）年の 12 月 7 日生まれで、1955 年からマ
サチューセッツ工科大学で教鞭を取り、同研究所教授(Institute Professor)を歴任し、現在同名誉教
授で、2017 年からアリゾナ大学桂冠教授(Laureate Professor)に就いている。 
 Chomsky の紹介は、他の多数の Chomsky に関する著作に譲ることにして、日本英語学会に関係
したエピソードを一つ紹介する。 1983 年 11 月日本英語学会設立総会の折、安井稔会長が、設立記
念講演で、「Chomsky 読みの英語知らず」と述べ喝采だったそうで（筆者は、原口庄輔事務局長の
補佐のような役割で、会場外で受付を続けていたため、直接には聞けず、後で間接的に聞いたため、
ただ喝采と思しきものは耳にしてはいた）、「Chomsky を読んでも、英語知らずではいけない」とい
う安井先生の真意が、「Chomsky を読んでも、英語ができるようにはならない」と誤解され、安井
先生が苦笑いだったというもの。これほどに、Chomsky は、取り分け、日本英語学会/界に影響を
与えていたことは確か。 
 拙稿の菅野(2001)では、Chomsky の関心・功績として、LAD(Language Acquisition Device, 言
語習得装置)を、Chomsky の無関心・課題として、母語習得期間と第二次的能力習得を、それぞれ
挙げた。無関心・課題の第二次的能力習得については、読み書きを専門とする研究者の成果を待っ
て、対応するが現状であろう。 
 関心・功績の LAD と、無関心・課題の母語習得期間とには、密接に係わる側面があり、ここに、
「Chomsky が亡くなったら英語学者はどうすんのやろか？」という寺村先生の口癖に対する、お応
え/お答えの糸口を探ることにする。  
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4．母語とその普遍性 
 Chomsky(1964, 1965)等によれば、本質的には、母語 Native Language は、言語習得装置
LAD(Language Acquisition Device)が作動して、母語習得期間に、即ち母語習得臨界期に遅れるこ
となく、習得される。 
 ここで、（再）確認が必要なのは、言語習得装置 LAD が作動するためには、聴覚等正常であるこ
とである。聴覚等が正常でないと、言語習得装置 LAD の作動で、母語の習得はなされず、何らかの
支援が必要とされよう。このことは、プラトンの問題等で、貧弱とされるも、言語習得装置 LAD の
入力となる一次言語資料 Primary Linguistic Data が感知されてはじめて、母語の習得につながる
ことを示していると考えられる。 
 逆に、この一次言語資料 Primary Linguistic Data が、感知されれば、言語習得装置 LAD の入力
となり、言語習得装置 LAD の出力が、母語 Native Language に他ならない。言い換えれば、一次
言語資料 Primary Linguistic Data が、言語習得装置 LAD の原料であり、母語 Native Language
が、言語習得装置 LAD の製品なのである。 
 言語習得装置 LAD という生得の賜物を介するも、一次言語資料 Primary Linguistic Data あって
の、母語 Native Language なのである。言語習得装置 LAD が生得的なのは、聴覚等が正常である
限り、感知される一次言語資料 Primary Linguistic Data が、母語 Native Language として習得さ
れるためである。故に、母語とその普遍性は、次の(1)母語習得の普遍性にまとめられる。 
 
(1) 母語習得の普遍性： 聴覚等が正常である限り、一次言語資料 Primary Linguistic Data から言
語習得装置 LAD が作動して、母語 Native Language が習得される。 
 
(1)で確認すべきは、母語 Native Language が習得されること自体が、普遍的なのであり、母語
Native Language 自体が普遍的かどうかには触れられていないということである。 
 
5．普遍文法 
前節最後「母語 Native Language 自体が普遍的かどうかには触れられていないということであ
る。」 の含みは、普遍性は母語習得止まりであり、母語 Native Language 自体の普遍性は、(2)の a.
と b.であると考えられる。 
 
(2)母語自体の普遍性 a. 一次言語資料 Primary Linguistic Data に応じて母語 Native Language が
決まる限り、一次言語資料 Primary Linguistic Data が普遍的でなければ、母語 Native 
Language も普遍的にはなり得ない。 
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  b. 世界の言語数が、7 千超 2）と言われ、これは、一次言語資料 Primary Linguistic Data も、母
語 Native Language も、普遍的であることを示してはいない。 
 
(2a)は、本質的に、(2b)は、現象的に、普遍文法は必ずしも必要とはしないことを意味しており、
(3)が導き出される。 
 
(3)普遍文法：母語習得の普遍性と、母語自体の普遍性における本質と現象から、普遍文法は必ずし
も必要とはしない。 
 
菅野(2001)を延伸とすると、普遍文法は、Chomsky の盲点・問題点とまとめることができる。 
 
6．まとめ 
 (3)が、「Chomsky が亡くなったら英語学者はどうすんのやろか？」という寺村先生の口癖に対す
る、お応え/お答えの一端である。 
 
＊謝辞 
 広島大学教育研究科白川博之氏からは、ベケシュ(1990:9)の「数年前過労で倒れて、数ヵ月も仕
事を休まなければならないことになりました。」に相当する部分で、上野駅で倒れられたとお聞きし、
その際以来に、「Chomsky が亡くなったら英語学者はどうすんのやろか？」という寺村先生の口癖
が思い出され忘れることなく記憶され、それに対するお応え/お答えは、残された課題であり続けて
いる。 
 
注 
１）寺村先生は、心筋梗塞で一度倒れられて、二度目に急性心不全で逝去なさり、その後、原口先生
も、脳梗塞で、一度目は助かりましたが、二度目に逝去され、悔み切れない。 
 
2）Ethnologue, Languages of the World https://www.ethnologue.com/ (2019 年 9 月 28 日閲覧)
では、7,111 言語。 
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In Response to Late Professor Hideo Teramura’s Pet Saying: 
As an Answer to, “If Chomsky Died, What Would English Linguists in 
Japan Do?” 
 
 KANNO Kenji 
 
Summary: 
Late Professor Hideo Teramura was always saying, “If Chomsky died, what would 
English linguists in Japan do?” In response to this pet saying, the following three 
points are reconfirmed or confirmed. 
First, a native language is acquired universally on the basis of LAD (Language 
Acquisition Device) insofar as his/her auditory perception is normal. 
Second, native languages themselves are not necessarily universal, though the 
acquisition of native languages itself is universal. 
Third, universal grammar is not always necessary, which is Chomsky’s blind spot 
and current issue. 
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